平成２８年（2016年）　３月　１日
姫路市契約課
建築士法の一部を改正する法律の施行に伴う契約事務手続きについて
平素は入札契約事務にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。

平成27年6月25日より「建築士法の一部を改正する法律」（平成26年法律第92号）が施行され、延べ面積が300平方メートルを超える建築物の新築等（増築、改築又は大規模の修繕若しくは大規模の模様替を含む。以下同じ。）に係る設計業務委託契約又は建築工事監理業務委託契約の締結に際して書面に記載し、当事者が署名又は押印して相互に交付しなければならない事項が追加されました。
つきましては、本市発注の対象業務についても、下記の書類の提出が必要となりますので、お知らせします。
記

１　対象業務
建築物の規模及び新築、増築、改築、改修の別にかかわらず全ての建築物の設計業務及び建築工事監理業務
※業務の適正化の観点から、本市では全ての建築物の新築等に係る設計業務委託契約及び建築工事監理業務委託契約を対象業務とします。
２　提出書類（様式）

　　別紙１「（別紙）建築士法第２２条の３の３に定める記載事項」

３　提出方法

　(1)　契約課発注業務の場合

①　落札決定後、姫路市契約課ホームページより別紙１「（別紙）建築士法第２２条の３の３に定める記載事項」をダウンロードし、別紙１（３部）と確認資料を契約課に提出する。
※確認資料：建築士事務所登録証明書の写し（事務所登録が確認できるものであれば可）、建築士免許証の写し（業務従事者のもの）、構造設計一級建築士、設備一級建築士の免許証の写し（業務従事者が資格者である場合）、その他別紙の内容を照合する為に必要な書類（必要な場合）

　 　②　契約課より契約書類と一緒に別紙１（２部）を受け取る。

③　別紙１と契約書を一緒に袋綴じして契約書を作成し、契約課に提出する。
 (2)　契約課発注業務以外の場合
①　落札決定後、早急に姫路市契約課ホームページより別紙１「（別紙）建築士法第２２条の３の３に定める記載事項」をダウンロードし、別紙１（３部）と確認資料を委託担当課に提出する。
※確認資料：建築士事務所登録証明書の写し（事務所登録が確認できるものであれば可）、建築士免許証の写し（業務従事者のもの）、構造設計一級建築士、設備一級建築士の免許証の写し（業務従事者が資格者である場合）、その他別紙の内容を照合する為に必要な書類（必要な場合）

　 　②　委託担当課より契約書類と一緒に別紙１（２部）を受け取る。

③　別紙１と契約書を一緒に袋綴じして契約書を作成し、委託担当課に提出する。
４　対象業務の再委託について

　　対象業務について再委託（協力者）する場合には、以下の書類を作成の上、委託担当課へ提出し、必ず、再委託（変更）承諾書の交付を受けてください。
また、契約締結後、再委託について変更が生じた場合も、同様に以下の書類の提出が必要となります。

＜提出書類（様式）＞
　　別紙２：再委託（変更）承諾申請書・再委託（変更）承諾書

　　別紙３：履行体制に関する書面

　　　　　　

５　問合せ先

　　姫路市財政局財務部契約課　工事契約担当　　　　電話　０７９－２２１－２２３７
